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(百万円未満切捨て)

１．2021年５月期第２四半期の連結業績（2020年６月１日～2020年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年５月期第２四半期 145,012 △10.5 1,991 △33.1 2,384 △18.6 791 △28.2

2020年５月期第２四半期 161,996 △4.7 2,975 144.7 2,931 102.8 1,103 402.6
(注) 包括利益 2021年５月期第２四半期 2,138百万円( 22.3％) 2020年５月期第２四半期 1,748百万円( 62.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年５月期第２四半期 25.25 －

2020年５月期第２四半期 35.16 31.57
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年５月期第２四半期 249,048 80,295 30.8

2020年５月期 245,980 78,327 30.5
(参考) 自己資本 2021年５月期第２四半期 76,820百万円 2020年５月期 74,964百万円
　
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年５月期 － 10.00 － 5.00 15.00

2021年５月期 － 0.00

2021年５月期(予想) － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

期末配当予想につきましては、未定であります。

　

３．2021年５月期の連結業績予想（2020年６月１日～2021年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 293,000 △6.6 1,900 △5.7 － － － － －
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、各種収益改善施策や欧州事業の改革などについて引き
続き詳細を検討中であり、算定が可能になった時点で速やかに公表いたします。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年５月期２Ｑ 31,554,629株 2020年５月期 31,554,629株

② 期末自己株式数 2021年５月期２Ｑ 192,539株 2020年５月期 188,907株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年５月期２Ｑ 31,364,154株 2020年５月期２Ｑ 31,370,059株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行による経済活動の停

滞や米中貿易摩擦などの通商問題の影響により、依然として厳しい状況となりました。わが国の経済は、新型コロ

ナウイルス感染症が拡大して以降、個人消費、設備投資、住宅投資、輸出など内外の需要が大きく落ち込みまし

た。緊急事態宣言解除後、経済活動再開の動きが広がり、個人消費や自動車、半導体等電子部品の輸出で持ち直し

の動きが見られるものの、国内景気は前年同期を下回る水準で推移しており、経済活動の正常化に向けた足取りは

重く、依然として厳しい状況が続きました。

このような環境下、当社は新型コロナウイルス感染症のリスク対応を図るとともに、将来の市場構造変化に対応

する事業ポートフォリオの構築に向け、基本方針を『変革と価値創造～安定かつ成長可能な事業構造へ～』とする

2019年５月期から2021年５月期までの中期経営計画に掲げる重点施策「収益改善」「成長事業、グローバルシナジ

ーの拡大」「次なる事業領域の開拓」の展開を進め、収益面での健全経営を確立し、安定的に成長する企業グルー

プを目指した取り組みを進めております。

この結果、当第２四半期連結累計期間における連結業績は、売上高1,450億12百万円（前年同期比10.5％減）、営

業利益19億91百万円（前年同期比33.1％減）、経常利益23億84百万円（前年同期比18.6％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益７億91百万円（前年同期比28.2％減）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

建材事建材事建材事建材事建材事業業業業業

建材事業においては、新型コロナウイルス感染症の影響により中断、延期されていた一部の建築物の着工再開に

向けた営業活動や、WEBを活用した販促活動に取り組みましたが、新設住宅着工戸数が減少した影響などにより、売

上高882億79百万円（前年同期比12.5％減）となりました。利益については、アルミニウム地金価格が前年度より低

い水準で推移したことや、粗利改善施策、販管費抑制を進めたものの、売上減少などにより、セグメント利益14億

22百万円（前年同期比58.9％減）となりました。

マテリアル事マテリアル事マテリアル事マテリアル事マテリアル事業業業業業

マテリアル事業においては、半導体製造装置などの一般機械や輸送機器関連を中心とし需要獲得を進めましたが、

米中貿易摩擦、新型コロナウイルス感染症の影響により、輸送、機械、建材、電気分野などアルミニウム形材市場

の国内需要が全般的に減少したことや、アルミニウム地金市況に連動する売上が減少したことなどにより、売上高

179億17百万円（前年同期比12.0％減）となりました。利益については、加工品の増加や、生産効率の向上、費用の

抑制などにより、セグメント利益12億29百万円（前年同期比36.3％増）となりました。

商業施設事商業施設事商業施設事商業施設事商業施設事業業業業業

商業施設事業においては、小売業における新規出店需要の減少に加え、新型コロナウイルス感染症の影響による

改装投資の延期や中止がありましたが、人手不足を背景とした店舗の省人化・省力化需要の取り込みなどにより、

売上高199億39百万円（前年同期比1.4％増）となりました。利益については、生産性の向上やコストダウン、業務

効率化による販管費抑制などにより、セグメント利益10億47百万円（前年同期比662.7％増）となりました。
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国際事国際事国際事国際事国際事業業業業業

国際事業においては、欧州、中国で自動車関連の新規受注案件等にて販売が伸張しましたが、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、欧州、タイにおいて輸送分野、機械分野を中心にアルミニウム形材の需要が全般的に減少

したことなどにより、売上高187億93百万円（前年同期比10.4％減）となりました。利益については、費用抑制など

の収益改善を進めましたが、売上減少や操業度の低下などにより、セグメント損失15億99百万円（前年同期はセグ

メント損失14億22百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて30億67百万円増加し、2,490億48百万円とな

りました。これは、受取手形及び売掛金が16億58百万円、有価証券が12億51百万円、それぞれ増加したことが主な

要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べて10億99百万円増加し、1,687億52百万円となりました。これは、１年内償還予

定の転換社債型新株予約権付社債が75億円、支払手形及び買掛金が20億44百万円、電子記録債務が９億13百万円、

それぞれ減少したものの、長期借入金が88億50百万円、１年内返済予定の長期借入金が29億８百万円、それぞれ増

加したことが主な要因であります。なお、純資産は802億95百万円、自己資本比率は30.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年12月15日に公表いたしました通期連結業績予想の修正は行っておりません。

なお、通期連結業績予想の経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益及び期末配当予想につきましては未定と

しておりますが、各種収益改善施策や欧州事業の改革などについて引き続き詳細を検討中であり、算定が可能にな

った時点で速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,298 25,703

受取手形及び売掛金 43,664 45,322

電子記録債権 4,760 4,189

有価証券 95 1,346

商品及び製品 15,982 15,126

仕掛品 17,977 20,127

原材料及び貯蔵品 11,063 9,968

その他 6,020 6,482

貸倒引当金 △890 △885

流動資産合計 123,971 127,381

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,707 23,134

土地 54,001 54,081

その他（純額） 23,457 23,775

有形固定資産合計 101,166 100,991

無形固定資産

のれん 2,745 2,339

その他 2,747 2,543

無形固定資産合計 5,492 4,883

投資その他の資産

投資有価証券 10,346 10,986

その他 5,588 5,391

貸倒引当金 △584 △586

投資その他の資産合計 15,350 15,792

固定資産合計 122,009 121,667

資産合計 245,980 249,048
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 38,756 36,712

電子記録債務 17,525 16,612

短期借入金 5,979 5,948

1年内償還予定の社債 3,000 3,000

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債 7,500 －

1年内返済予定の長期借入金 13,904 16,812

未払法人税等 1,311 1,737

賞与引当金 403 439

引当金 6 23

その他 21,913 21,298

流動負債合計 110,299 102,583

固定負債

長期借入金 36,272 45,122

役員退職慰労引当金 8 8

製品改修引当金 786 665

退職給付に係る負債 12,067 12,240

資産除去債務 459 463

その他 7,759 7,669

固定負債合計 57,353 66,169

負債合計 167,653 168,752

純資産の部

株主資本

資本金 15,000 15,000

資本剰余金 32,828 32,828

利益剰余金 25,055 25,690

自己株式 △243 △247

株主資本合計 72,640 73,271

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 370 833

繰延ヘッジ損益 △729 334

土地再評価差額金 3,835 3,835

為替換算調整勘定 △1,286 △1,771

退職給付に係る調整累計額 134 317

その他の包括利益累計額合計 2,323 3,548

非支配株主持分 3,363 3,475

純資産合計 78,327 80,295

負債純資産合計 245,980 249,048
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年６月１日
　至 2019年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2020年11月30日)

売上高 161,996 145,012

売上原価 125,559 110,723

売上総利益 36,437 34,289

販売費及び一般管理費 33,461 32,298

営業利益 2,975 1,991

営業外収益

受取利息 15 22

受取配当金 176 125

スクラップ売却益 315 228

持分法による投資利益 177 124

助成金収入 6 358

その他 352 472

営業外収益合計 1,043 1,331

営業外費用

支払利息 284 296

売上割引 451 403

その他 351 238

営業外費用合計 1,087 938

経常利益 2,931 2,384

特別利益

固定資産売却益 13 5

投資有価証券売却益 0 148

その他 0 0

特別利益合計 13 154

特別損失

固定資産売却損 8 5

固定資産除却損 191 223

投資有価証券評価損 1 10

その他 0 1

特別損失合計 202 240

税金等調整前四半期純利益 2,743 2,299

法人税等 1,478 1,386

四半期純利益 1,264 912

非支配株主に帰属する四半期純利益 161 121

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,103 791
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年６月１日
　至 2019年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2020年11月30日)

四半期純利益 1,264 912

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 551 461

繰延ヘッジ損益 163 1,064

為替換算調整勘定 △341 △485

退職給付に係る調整額 112 162

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 22

その他の包括利益合計 483 1,225

四半期包括利益 1,748 2,138

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,589 2,016

非支配株主に係る四半期包括利益 159 121
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年６月１日
　至 2019年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2020年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,743 2,299

減価償却費 3,819 3,808

のれん償却額 340 321

貸倒引当金の増減額（△は減少） △129 △3

賞与引当金の増減額（△は減少） 31 34

退職給付に係る資産負債の増減額 △321 △428

製品改修引当金の増減額（△は減少） △224 △121

受取利息及び受取配当金 △192 △147

支払利息 284 296

持分法による投資損益（△は益） △177 △124

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △148

固定資産売却損益（△は益） △4 0

固定資産除却損 191 223

売上債権の増減額（△は増加） △3,920 △900

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,701 93

仕入債務の増減額（△は減少） △261 △3,027

その他の負債の増減額（△は減少） 3,090 721

その他 △343 △303

小計 3,224 2,593

利息及び配当金の受取額 244 213

利息の支払額 △288 △316

法人税等の支払額 △996 △1,025

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,183 1,464

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △986 △862

定期預金の払戻による収入 697 880

有価証券の取得による支出 △150 △1,362

有価証券の償還による収入 － 100

有形固定資産の取得による支出 △2,847 △3,181

有形固定資産の売却による収入 48 11

投資有価証券の取得による支出 △10 △9

投資有価証券の売却による収入 0 248

貸付金の回収による収入 5 5

事業譲受による支出 △1,216 －

その他の支出 △167 △223

その他の収入 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,627 △4,394
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年６月１日
　至 2019年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2020年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,304 △137

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △271 △254

長期借入れによる収入 7,702 19,333

長期借入金の返済による支出 △6,623 △7,637

社債の償還による支出 － △7,500

自己株式の取得による支出 △4 △3

配当金の支払額 △156 △156

非支配株主への配当金の支払額 △7 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,943 3,635

現金及び現金同等物に係る換算差額 △101 △294

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △602 411

現金及び現金同等物の期首残高 25,602 23,936

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,999 24,347
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

一部の連結子会社において、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用し

ております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の拡大収束時期や影響の程度など、先行きの不透明感が強く、その具体的な影響額を

合理的に見積もることが困難なことから、現時点で入手可能な外部情報等を踏まえて、2021年５月期の一定期間に

わたり当該影響が継続するものとの仮定のもと、固定資産の減損や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積り

を行っております。なお、当第２四半期連結会計期間末時点において、当該見積りに用いた仮定について前連結会

計年度末より重要な変更はありません。

今後当該見積りの前提とした条件や仮定に変更が生じた場合、第３四半期連結会計期間以降の連結財務諸表にお

いて重要な影響を及ぼす可能性があります。
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（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間(自 2019年６月１日 至 2019年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

建材
事業

マテリ
アル
事業

商業
施設
事業

国際
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 100,933 20,361 19,665 20,976 161,937 58 161,996 － 161,996

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,905 18,883 36 42 20,868 － 20,868 △20,868 －

計 102,838 39,245 19,702 21,019 182,806 58 182,865 △20,868 161,996

セグメント利益又は
損失（△）

3,458 902 137 △1,422 3,075 △74 3,001 △25 2,975

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業、農業分野事業等を含ん

でおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△25百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△33

百万円が含まれております。全社費用は、主として各報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費で

あります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要

な負ののれん発生益の認識はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 2020年６月１日 至 2020年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

建材
事業

マテリ
アル
事業

商業
施設
事業

国際
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 88,279 17,917 19,939 18,793 144,930 81 145,012 － 145,012

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,712 16,941 34 22 18,711 － 18,711 △18,711 －

計 89,992 34,859 19,974 18,816 163,642 81 163,724 △18,711 145,012

セグメント利益又は
損失（△）

1,422 1,229 1,047 △1,599 2,100 △72 2,028 △37 1,991

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業、農業分野事業等を含ん

でおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△37百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△41

百万円が含まれております。全社費用は、主として各報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費で

あります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要

な負ののれん発生益の認識はありません。

　


